
 

                          PRESS RELEASE 
2024 年３月 7 日 

報道機関 各位 

 

長崎大学・復興推進拠点（川内村／富岡町／大熊町／双葉町） 

活動報告会 開催のお知らせ 

 

東日本大震災、東京電力福島第一原子力発電所事故から 13年が経過しようとしています。長崎大学は震災、原

発事故直後から福島県の復興に向けた支援を継続し、現在では浜通りの川内村、富岡町、大熊町、双葉町の 4 町

村に拠点を置いて活動しています。 

今回の報告会では、長崎大学が昨年９月に実施した復興学セミナーを受講した学生が、“複合災害からの学びと次

世代に繋げたいこと”というタイトルで報告します。さらに本学の核兵器廃絶研究センター、教育推進機構に加え、川内

村をはじめとする福島県浜通りで活動を行っている福島大学、福島県立医科大学、それに東日本国際大学が、今年

度行った人材育成事業、復興支援活動について報告を行います。さらに今回は、福島大学環境放射能研究所の難

波謙二所長より、浜通りの環境放射能の実際についてもご報告いただく他、“かわうちワイナリーのこれから”として、かわう

ちワイン総括マネージャーの遠藤一美氏よりお話を頂く予定です。 

第二部では、福島第一原発の立地町であり、復興を進めている大熊町の吉田淳町長、蜂須賀禮子商工会長、佐

藤由弘教育長をお招きし、長崎大学高村昇教授との座談会を開催します。 

一般の方は事前申し込み不要です。オンライン配信も行いますので、広く視聴、参加を呼び掛けにご協力ください。 

報道機関の皆さまには事前のご登録をお願いしております。報告会終了後、オンラインでの取材も受け付けております。

ぜひご取材いただけますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

記 

日時：2023 年 3 月 12 日（火）10:00～14:30 

会場：双葉町産業交流センター 

現地・オンラインでのハイブリッド開催 （Webex を使用）→添付チラシを参照 

申込：報道機関の皆様には事前申込をお願いします 

    メールで rscff_nu@ml.nagasaki-u.ac.jp まで 

    ・貴社名、・ご所属、・お名前、お電話番号、・メールアドレスをご連絡ください。 

なお、報告会の様子を web 中継することはご遠慮ください。 

 

〈プログラム〉 添付チラシ参照 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

長崎大学 原爆後障害医療研究所 放射線リスク制御部門 国際保健医療福祉学研究分野（原研国際）

TEL：095-819-7171  E-mail：rscff_nu@ml.nagasaki-u.ac.jp 

 

mailto:rscff_nu@ml.nagasaki-u.ac.jp
mailto:rscff_nu@ml.nagasaki-u.ac.jp


【問い合わせ先】長崎大学原爆後障害医療研究所  国際保健医療福祉学研究分野
〒852-8523 長崎市坂本1丁目12番4号
Phone：095-819-7171 　E-mail：rscff_nu@ml.nagasaki-u.ac.jp

主催 ： 長崎大学原爆後障害医療研究所 国際保健医療福祉学研究分野 ／ 長崎大学福島未来創造支援研究センター

双葉町産業交流センター
ハイブリット（現地・オンライン）開催
双葉町産業交流センター
ハイブリット（現地・オンライン）開催

10：00～10：10 開会の辞 長崎大学　名誉教授　山下　俊一

SCHEDULEスケジュール

川内村/富岡町/大熊町/双葉町

2024年2024年
オンラインでご参加の方は
下記よりご入室ください
オンラインでご参加の方は
下記よりご入室ください

事前申込
不要

※Webexログイン時にご所属とお名前の入力をお願いします。
　例：長崎大学_長崎太郎

第 部1
「復興知」の総合化による　食・農・ふくしま未来学の展開

福島から発信する！－原子力災害医療実習の新たな展開を目指して－

夏季集中セミナー／復興学セミナーについて

福島大学環境放射能研究所の復興知活動報告

福島・長崎の共通課題 － 平和教育の視点から － 

私が学んだ複合災害と次世代に繋げたいこと

復興子ども教室について

かわうちワイナリーのこれから　

第一部　総評

第一部　閉会の辞

福島大学教育推進機構

福島県立医科大学

東日本国際大学

福島大学環境放射能研究所

長崎大学核兵器廃絶研究センター

長崎大学経済学部

長崎大学教育開発推進機構

かわうちワイナリー

川内村

長崎大学

特任准教授　千葉偉才也

教授　長谷川有史

教授　河合　　伸

所長　難波　謙二

准教授　中村　桂子

３年　近藤　　凜

助教　當山　明華

統括マネージャー　遠藤　一美

前副村長　猪狩　　貢

理事　西田　教行

大熊町

大熊町

大熊町

長崎大学原爆後障害医療研究所

町長　吉田　　淳

商工会会長　蜂須賀禮子

教育長　佐藤　由弘

教授　高村　　昇

福島イノベーション
・コースト構想推進機構

かわうちラボ

環境省
放射線健康管理担当
長崎大学
原爆後障害医療研究所

部長　鈴木　康隆

理事　井出　寿一

参事官　海老名英治

教授　横山　須美

10:10～10:25

10:25～10:40

10:40～10:55

10:55～11:10

11:10～11:25

11:25～11:40

11:40～11:55

11:55～12:10

12:10～12:20

12:20～12:30

12:30～13:10 昼食・大熊町VOD（40分）

14:00～14:15

13:10～14:00 14:20～14:30

座長　山下　俊一、高村　昇復興に資する地域活動や、復興から発展に資する人材育成に関する取り組み

第 部2 【座談会】

座談会

大熊町の復興における課題と展望、
大学・復興推進拠点に期待すること　

3月12日火3月12日火
・ミーティング番号 （アクセスコード）： 2644 285 9842
・ミーティングパスワード： fukushima

■ミーティング リンクから参加する

■ミーティング番号で参加する
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閉会の辞

総評

長崎大学復興推進拠点

場所

日時

会

10時00分～14時30分10時00分～14時30分

https://nagasakiuniversity-260.my.webex.com/nagasakiuniversity-260.my/j.php?MTID=m5e31c0a27e82a5e230ae62d4411f6477

